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下粟津町勢
（平成29年3月現在）（28年3月）

世帯数　570世帯（±0）（570世帯）
町民数　2，031名（－3）（2，034名）

男子　960名（±0）（960名）
女子1．071名（－3）（1，074名）

下粟津町公民館　TEL44－3123
アドレスsimoawazumachi＠tempo．ocn．ne．jp

事務局受付時間
月曜日～金曜日　午前9：00～午後1：00
月末土曜日　　午前9：00～午後4：00

（題字は町内会長）

寧桑露
ホームページ　http：／／ShimOaWaSakura．neJP直垂垂コ
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後列（左より）東　秀昭・松山　純一・高松　宏和・新川　幸己・宮川　久夫・中出　正次

前列（左より）北　喜一・谷敷　敏一・西出　隆則・神谷　票如・坂本　和裁

町
内
会
長
　
西
出
　
陸
別

今
年
の
町
内
会
長
を
務
め
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
中
綿
の
西
田
隆
則
で
す
。
昨
年
は
代
理
副

会
長
と
し
て
、
様
々
な
こ
と
を
勉
強
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
ま
た
、
次
期
会
長
と
し
て
各
方
面

と
の
絆
づ
く
り
に
も
邁
進
で
き
、
大
変
有
意
義

な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

町
内
会
長
と
し
て
、
次
の
こ
と
に
誠
心
誠
意

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ソ
フ
ト
面
で
は
、
住
み
良
い
町
づ
く
り
の
た

め
に
何
が
必
要
か
を
考
え
た
と
き
、
明
る
い
未

来
を
切
り
拓
く
子
ど
も
た
ち
へ
の
サ
ポ
ー
ト
と

高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め
の
サ
ポ
ー

ト
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
を
実
現
さ
せ
る

た
め
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
サ
ポ
ー
タ
ー
が
必
要

で
す
。
具
体
的
に
は
、
子
ど
も
た
ち
の
登
下
校

時
の
見
守
り
と
交
通
安
全
の
た
め
の
街
頭
サ

ポ
ー
タ
ー
は
必
須
で
す
。
当
町
の
状
況
は
十
分

と
は
言
え
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
高

齢
者
へ
は
、
各
組
単
位
で
状
況
等
を
把
握
し
、

民
生
委
員
と
連
携
し
て
適
切
な
対
応
の
で
き
る

福
祉
推
進
サ
ポ
ー
タ
ー
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

ます。ハ
ー
ド
面
で
は
、
北
陸
新
幹
線
工
事
に
お
け

る
工
事
車
両
の
町
内
へ
の
安
全
通
行
、
頭
無
堤

を
埋
め
立
て
、
憩
い
の
広
場
と
す
る
工
事
、
各

組
か
ら
の
要
望
事
項
を
積
極
的
か
つ
迅
速
に

行
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

以
上
の
こ
と
を
柱
と
し
、
町
民
相
互
の
絆
づ

く
り
に
心
掛
け
、
住
み
良
い
町
づ
く
り
に
努
力

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
町
民
の
皆

様
の
忌
情
の
無
い
T
L
意
見
と
ご
協
力
を
頂
き
ま

す
こ
と
を
お
願
い
し
、
就
任
の
挨
拶
と
致
し
ま

す。
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町　内　会　長

町内会代理副会長

町内会副会長

員　　長官lii　久夫

委　員　長申出　正次
員松山　信明

II　　　　山内　正幸

Il　　　　阪本　義明

II　　　　辻　　正信

II　　　　日比野政美

II　　　　鷹　　繁次

II　　　　小寺　俊浩

守橋　　孝三

第一輝寿会会長
第二輝寿会会長
親和会会長
壮年会会長
子供会会長
民　生　委　員

II

II

主任児童委員
生産組合長
消防第11分団団長

防犯交通推進隊隊長

自　主消防隊

北　1　組表　　明代
北　　2　　組稲田　和美

松山　治美
城宝英里子
松田　恵子
日比野智加代

片山　容子
阪本　洋子
山崎　芳子
西森　洋子
大野　仁美
奥泉　一美

北原ひとみ

乗　　　　　組

中　　　　　組

西l　の1組

西l　の　2　組

西　　2　　組

南　1　　組

南　2　のl　組
南　2　の　2　組

南　　3　　組

南　　4　　組

南　　5　　組

則

一

一

如

哉

一
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一

政

隆
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喜
崇
和
純
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良
敏
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谷
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役
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委
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字
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介

茂

一

之

久

太

樹

直

公
繁
義
　
充
裕
　
信
智
　
更
正
康

下
□
山
田
　
都
田
木
水
村
田
本
内

山
谷
松
神
表
藤
織
春
満
奥
庭
山
竹

組
組
組
組
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経
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紅
組
組
組
組
組

1
2
　
　
　
　
1
　
〔
こ

1

2

　

　

　

の

の

2

1

の

の

3

4

5

1
1
　
　
　
　
2
2

北
北
東
中
西
西
西
南
南
南
南
南
南

一
和
之
考
宏
子

敏
宏
博
順
晃
恵

敷
松
嶋
林
山
田

谷
高
河
中
岡
松

長
事
長
長
長
長

館
主
部
郡
部
音

館
　
　
　
　
郡

民
民
務
育
化
生

公
公
総
体
文
女

繁
毅
晴
介
徳
治
代
昭
実
害
志
雄
介

周
雅
圭
銀
勇
昭
秀
恵
一
竹
邦
圭

谷
田
　
村
田
山
　
　
口
場
村

表
神
中
表
新
飛
松
東
表
野
棚
宮
表

神
社
運
営
委
員
長
　
富
川
　
久
夫

今
年
は
お
天
気
に
も
恵
ま
れ
穏
や
か
な

新
年
を
迎
え
ま
し
た
。
初
詣
の
三
が
日
下

葉
津
田
の
氏
神
様
に
多
く
の
方
々
が
ご
参

拝
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
が
町
内
に
と
っ
て

氏
子
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
良
き
年
で
あ

り
ま
す
様
T
L
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。
神
社

運
営
委
員
会
の
業
務
は
春
秋
の
例
大
祭
、

用
水
祭
り
、
神
迎
え
、
厄
除
祈
願
な
ど
年

六
回
の
祭
事
が
執
り
行
わ
れ
ま
す
。

昔
も
今
も
変
わ
ら
な
い
伝
統
あ
る
神
事
、

祭
事
を
守
り
継
承
し
、
次
の
世
代
に
伝
え

て
行
く
事
。
カ
タ
チ
だ
け
で
な
く
心
の
部

分
も
含
め
て
次
の
世
代
に
確
実
に
繋
げ
て

い
く
事
が
大
切
と
考
え
ま
す
。

今
年
一
年
間
、
地
域
の
安
寧
と
住
民
の

平
安
を
願
っ
て
祭
ら
れ
て
い
る
、
湯
下
八

幡
神
社
を
護
持
し
て
い
く
こ
と
に
精
一
杯

務
め
て
ま
い
り
ま
す
。

氏
子
の
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
何

卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

公
民
館
館
長
　
谷
敷
　
敏
一

日
頃
か
ら
公
民
館
活
動
に
際
し
ま
し
て

は
、
並
々
な
ら
ぬ
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜

り
、
ま
こ
と
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
年
度
も
引
き
続
き
、
町
民
運
動
会
、

秋
祭
り
、
公
民
館
祭
り
、
多
く
の
方
々
の

ご
参
加
を
お
願
い
し
、
実
施
し
て
参
り
た

い
と
存
じ
ま
す
。

今
後
と
も
、
各
種
団
体
の
皆
様
の
ご
支

援
、
ご
協
力
を
頂
き
な
が
ら
、
生
涯
学
習

活
動
、
文
化
教
養
活
動
、
体
育
活
動
、
広

報
活
動
を
も
含
め
、
少
し
ず
つ
で
も
進
化

す
る
事
業
へ
と
公
民
館
委
員
一
丸
と
な
り

進
め
て
行
く
所
存
で
す
。
皆
様
が
気
軽
に

参
加
で
き
る
、
た
く
さ
ん
の
人
に
参
加
し

て
い
た
だ
い
て
　
「
良
か
っ
た
ね
。
」
　
と

思
っ
て
い
た
だ
け
る
活
動
を
目
指
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
ま
す
の
で
、

未
来
に
つ
な
が
る
よ
う
な
土
台
づ
く
り
を
、

皆
様
の
活
発
な
ご
意
見
等
を
賜
り
な
が
ら
、

共
に
盛
り
上
げ
て
参
り
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
皆
様
の
、
ご
指
導
・
ご
協
力
の

ほ
ど
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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鈴
木
　
百
子
の
四
八
－
六
一
二
五
〇

【
練
鷲
畠
】
第
一
二
二

【揚

畑
中
　
修
敏
㊧
四
三
－
一
八
九
八

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
好
き
な
社
会
人
の
集
ま

り
で
す
。
今
は
男
性
ば
か
り
で
す
が
、
女
性

で
も
参
加
で
き
ま
す
　
（
こ
れ
ま
で
は
・

ゼ
ロ
　
残
念
I
・
）
。
数
年
前
ま
で
は
壮
年
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
で
し
た
が
、
十
八
歳
以

上
な
ら
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
ず
い
ぶ
ん
年
齢
に
幅
が
で
き
ま
し
た
。

み
ん
な
楽
し
く
参
加
で
き
る
の
も
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
の
魅
力
で
す
ね
。

4
月
か
ら
南
部
早
朝
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー

グ
で
試
合
を
行
い
ま
す
。
日
曜
日
の
早
朝
で

す
が
一
目
有
効
に
活
動
で
き
ま
す
よ
。

昨
年
1
部
リ
ー
グ
で
敢
闘
賞
を
い
た
だ
き
、

残
留
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
年
の
目

標
は
・
・
・
ず
ば
り
優
勝
で
す
ね
。
そ
の
た

め
に
、
土
曜
日
1
9
時
か
ら
練
習
し
て
い
ま
す

の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
気
軽
に
参
加
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

ぜ
ひ
来
て
く
だ
さ
い
ね
。

北
田
　
房
子
の
四
三
－
二
六
六
五

私
達
墨
心
会
の
会
員
は
、
現
在
9
名
い
ま

す。
い
つ
で
も
入
会
で
き
ま
す
の
で
、
お
待
ち

し
て
ま
す
。

福
田
樹
峰
先
生
の
ご
指
導
の
も
と
、
毎
月

二
回
、
第
二
、
第
四
水
曜
日
の
午
後
七
時
か

ら
九
時
ま
で
下
粟
津
会
館
に
て
行
な
っ
て
い

ます。福
田
先
生
の
飾
ら
な
い
人
柄
と
学
び
の
大

切
さ
を
さ
り
げ
な
く
説
か
れ
る
姿
を
い
つ
も

目
に
し
て
、
い
く
つ
に
な
っ
て
も
　
『
先
生
』

と
呼
ぶ
人
が
い
る
幸
せ
を
私
達
は
享
受
し
て

い
ま
す
。『
少
年
老
い
易
く
学
成
り
難
し
』
　
と
言
わ

れ
、
『
六
十
の
手
習
い
』
　
と
昔
か
ら
言
わ
れ

ま
す
。
書
を
た
し
な
む
に
は
、
あ
ま
り
に
短

い
時
間
な
の
で
す
が
、
こ
の
か
け
が
え
の
な

い
時
間
が
い
と
お
し
い
と
さ
え
思
え
ま
す
。

和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
中
、
先
生
の
ご
指
導

の
一
声
一
声
に
耳
を
傾
け
る
姿
は
日
常
で
は

得
ら
れ
な
い
も
の
で
す
。
子
ど
も
も
大
人
も

町
内
の
皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
！

私
達
は
小
乗
華
仙
先
生
を
講
師
に
、
白
い

紙
と
墨
の
香
り
に
癒
さ
れ
な
が
ら
、
無
に
な

る
時
間
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

同
じ
所
を
何
度
も
直
さ
れ
た
〇
、
一
本
の

線
が
思
う
よ
う
に
な
ら
ん
た
り
。
で
も
、
◎

を
も
ら
う
と
嬉
し
く
て
童
心
に
か
え
っ
て
喜

ん
で
お
り
ま
す
。

公
民
館
ま
つ
り
に
は
、
一
年
間
の
上
達
の

見
せ
ど
こ
ろ
と
、
自
分
の
好
き
な
言
葉
を
書

き
ま
す
。
何
枚
も
何
枚
も
。
そ
し
て
、

ち
ょ
っ
と
何
か
が
見
え
て
来
ま
す
。
額
を
選

び
、
表
具
が
で
き
て
完
成
。
“
お
1
－
・
い
い

が
ん
な
っ
た
1
・
”
と
、
し
ば
し
自
己
満
足
。

小
学
生
か
ら
七
十
代
ま
で
、
お
互
い
の
字

を
ホ
メ
な
が
ら
、
笑
っ
て
楽
し
い
教
室
で
す
。

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
併
せ
て
、
昨
年
も

う
一
つ
の
敗
戦
を
喫
し
た
相
手
は
同
一
町
内

の
チ
ー
ム
で
あ
り
、
こ
ち
ら
に
も
な
ん
と
か

勝
利
し
て
雪
辱
を
果
た
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

メ
ン
バ
ー
の
平
均
年
齢
が
高
く
、
仕
事
、

学
校
行
事
、
町
内
会
行
事
、
さ
ら
に
は
怪
我

や
体
調
不
良
か
ら
シ
ー
ズ
ン
を
通
し
て
出
場

で
き
る
ひ
と
が
少
な
い
の
が
現
状
で
す
。

経
験
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
、
出
場
で
き

る
日
に
来
て
く
れ
る
方
、
関
心
の
あ
る
方
、

見
学
し
た
い
人
は
ご
連
絡
下
さ
い
。
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
の
朝
か
ら
始
ま
る
日
曜
日
は
、
有
意

義
な
一
目
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
連

絡
、
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

自
分
の
意
志
か
ら

こ
の
場
に
臨
む
。

こ
れ
こ
そ
が
書
、

人
を
味
わ
う
。
い

く
つ
に
な
っ
て
も

楽
し
む
墨
心
会
で

す。

野
口
　
〓
昌
の
四
四
－
三
三
五
三

私
た
ち
は
四
月
か
ら
九
月
ま
で
の
半
年
間
、

日
曜
日
の
早
朝
に
児
童
会
館
前
の
念
仏
林
グ

ラ
ン
ド
に
お
い
て
年
間
十
一
試
合
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。
昨
年
は
九
勝
一
一
敗
の
好
成
績
か

ら
、
前
年
六
位
か
ら
順
位
を
上
げ
二
位
と
な

り
ま
し
た
。

こ
こ
数
年
は
若
手
の
加
入
に
よ
り
、
ベ
テ

ラ
ン
と
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
も
良
く
、
リ
ー
グ

優
勝
を
続
け
る
強
豪
チ
ー
ム
に
は
昨
年
も
接

戦
の
未
敗
れ
ま
し
た
が
、
今
年
は
、
連
覇
を

阻
止
し
、
十
二
年
ぶ
り
の
優
勝
を
目
指
し
た

山
　
み
ど
り
㊧
四
四
－
三
一
二
八

み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
絵
手
紙
サ
ー
ク

ル
で
す
。
毎
月
第
二
・
四
月
曜
日
に
活
動
し

て
い
ま
す
。

八
ガ
千
や
和
紙
な
ど
を
使
っ
て
、
テ
ー
マ

に
添
っ
た
絵
を
書
き
、
言
葉
や
文
章
を
書
く

こ
と
を
主
と
し
て
い
ま
す
。
上
手
く
書
こ
う

な
ん
て
思
わ
な
く
て
も
大
丈
夫
で
す
。
日
常

の
思
っ
て
い
る
事
を
絵
と
い
っ
し
ょ
に
書
く

と
、
と
て
も
ス
テ
キ
な
一
枚
に
な
り
ま
す
。

現
在
は
、
メ
ン
バ
ー
が
少
な
く
寂
し
い
で

す
。
何
か
を
始
め

た
い
と
思
わ
れ
て

い
る
方
、
一
度
遊

び
に
お
い
で
下
さ

い
。
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
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木
戸
口
　
都
㊥
四
四
－
三
九
八
五

向
坂
千
恵
子
の
四
四
－
三
一
一
四

空
清
勃
起
】
毎
週
火
・
木
曜
日
　
午
後
一
時
～

詩
吟
教
室
で
す
。
長
年
続
け
て
い
る
メ
ン

バ
ー
も
、
皆
高
齢
に
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、

日
々
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

詩
吟
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
練
習
の
合
間

や
後
に
、
皆
で
話
し
た
り
思
い
切
り
笑
っ
た

り
す
る
の
も
、
ま
た
楽
し
い
も
の
で
す
。

ほ
か
の
教
室
の
方
々
や
、
以
前
通
っ
て
お

ら
れ
た
方
々
の
き
れ
い
な
声
を
思
い
出
し
、

そ
の
よ
う
な
吟
を
目
標
と
す
る
こ
と
で
、
自

然
と
練
習
に
も
熱
が
入
り
ま
す
。
先
生
に
は

と
て
も
か
な
い
ま
せ
ん
が
、
先
生
の
声
に
少

し
で
も
近
づ
け
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
と
思

う
今
日
こ
の
頃
で
す
。

極
拳
、
三
十
二
式
太
極
拳
、
と
い
っ
た
も
の

が
あ
り
ま
す
。

ま
た
主
な
活
動
と
し
て
、
夏
の
市
民
体
育

大
会
、
ど
ん
ど
ん
祭
り
、
秋
の
公
民
館
祭
り

の
参
加
が
あ
り
ま
す
。

今
年
か
ら
練
習
日
が
、
毎
週
月
曜
日
の
午

後
一
時
半
か
ら
一
二
時
ま
で
に
な
り
、
よ
り
出

か
け
易
く
な
り
ま
し

●
大
　
人

【
練
習
日
】
毎
週
木
曜
日
　
年
前
九
時
拳
～
十
時
羊

【
揚
　
舐
】
下
乗
津
会
館

今
後
は
、
季
節
の
お

茶
会
が
開
け
た
ら
と
考

え
て
い
ま
す
。
こ
の
機

に
日
本
の
伝
統
文
化
に

ふ
れ
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

●
青
年
部

【
練
習
日
】
毎
週
火
曜
日
　
年
後
六
時
～

【
場
　
所
】
木
戸
口
宅

【
練
習
日
】
毎
週
土
曜
日
　
午
前
九
時

【
場
　
所
】
南
部
公
民
館

た。
興
味
の
あ
る
方
は
、

い
つ
で
も
見
学
に
来

て
下
さ
い
。

神
谷
　
恭
子
㊨
四
四
－
二
九
七
一

【
練
習
日
】
毎
週
月
曜
国
　
手

【
場
　
所
】
績
紐
会
館

松
本
　
敏
春
の
四
三
－
二
七
八
一

町
内
皆
様
方
に
は
、
い
つ
も
大
変
お
世
話

に
な
り
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
も
メ
ン
バ
ー
一
同
初
心
を
忘
れ
ず
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

和
太
鼓
の
素
晴
ら
し
さ
を
皆
様
方
に
伝
え

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
毎
週
火
曜
日
十
九

時
か
ら
一
一
十
一
一
時
下
粟
津
会
館
に
て
練
習
を

ス
ト
レ
ッ
チ
で
、
体
を
ほ
ぐ
し
、
楽
し
く

踊
り
、
始
め
て
い
ま
す
。

公
民
館
祭
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
と
、
積

極
的
に
取
り
組
み
、
ハ
ラ
ハ
ラ
、
ド
キ
ド
キ

し
な
が
ら
も
、
踊
り
終
え
た
後
の
達
成
感
等

を
、
味
わ
い
、
反
省
し
少
し
ず
つ
歩
ん
で
い

ます。今
年
は
、
越
中
お
わ
ら
の
平
踊
り
、
四
季

踊
り
を
し
て
い
ま
す
。

何
事
も
、
奥
は
、
深
い
で
す
が
、
明
る
く
、

楽
し
く
、
仲
良
く
踊
っ
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
ど
の
ク
ラ
ス
で
も
、
お
い
で
下

さい。

岡
山
　
尚
子
㊧
四
三
－
一
〇
五
九

ま
だ
ま
だ
完
璧
な
演
奏
と
は
言
え
ま
せ
ん

が
、
日
々
の
練
習
に
手
応
え
を
感
じ
そ
れ
に

向
か
っ
て
励
ん
で
い
ま
す
。

多
く
の
曲
が
弾
け
る
よ
う
去
年
よ
り
今
年

「
少
し
で
も
上
へ
」

を
目
標
に
し
よ
う
と

思
い
ま
す
。

太
極
拳
は
、
ゆ
っ
く
り
と
し
た
動
き
で
す

が
、
体
に
必
要
な
有
酸
素
運
動
を
取
り
入
れ

る
事
で
、
足
腰
の
強
化
を
図
る
事
が
出
来
ま

す
。
仲
間
と
頭
と
体
を
鍛
え
な
が
ら
、
楽
し

く
練
習
し
て
い
ま
す
。

そ
の
内
容
は
、
ス
ト
レ
ッ
チ
、
さ
ら
に
今

年
か
ら
中
国
式
の
ラ
ジ
オ
体
操
の
「
練
功
」

を
取
り
入
れ
て
体
を
ほ
ぐ
し
、
二
十
四
式
太

し
て
い
ま
す
。
興
味

の
あ
る
方
は
、
是
非

一
度
見
に
来
て
下
さ

い
。
参
加
も
出
来
ま

す。
本
年
度
も
宜
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

山
　
み
ど
り
の
四
四
－
三
一
一
六

私
た
ち
お
茶
の
会
は
、
毎
年
元
旦
と
秋
の

公
民
館
ま
つ
り
で
、
お
茶
会
を
開
い
て
い
ま

す
。
現
在
は
、
若
い
メ
ン
バ
ー
が
少
な
く
シ

ニ
ア
世
代
が
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
お
茶
に
興

味
の
あ
る
方
、
和
菓
子
の
好
き
な
方
、
又
男

性
の
方
ど
な
た
も
入
会
歓
迎
で
す
。
作
法
が

難
し
い
と
か
分
か
ら
な
く
て
も
大
丈
夫
で
す
。

東
野
や
す
子
㊧
四
四
－
一
八
〇
一

平
成
十
六
年
発
足
の
読
書
会
で
す
。

現
在
会
員
数
は
ハ
名
、
毎
月
第
一
月
曜
日
、

午
後
一
時
三
十
分
よ
り
、
下
粟
津
会
館
に
て
、

読
書
の
感
想
を
話
し
合
い
ま
す
。

同
じ
本
を
読
ん
で
も
自
分
が
気
付
か
な

か
っ
た
こ
と
を
知
ら
さ
れ
た
り
、
あ
る
い
は

共
感
し
あ
っ
た
り
と
、
学
ぶ
こ
と
も
沢
山
あ

り
ま
す
。
課
題
の
本
は
、
石
川
県
立
図
書
館
の
十

冊
文
庫
の
中
か
ら
選
び
、
小
松
市
立
図
書
館

を
通
し
て
借
り
受
け
て
い
ま
す
。
い
ろ
ん
な

ジ
ャ
ン
ル
や
著
者
の
本
が
読
め
る
の
で
楽
し

い
で
す
。読
書
に
興
味
の
あ
る
方
の
入
会
を
待
っ

て
い
ま
す
。
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矢
田
野
校
下
立
志
の
つ
ど
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
下
粟
津
か
ら
は

十
七
名
の
中
学
二
年
生
の
方
が
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

来
賓
の
方
々
よ
り
暖
か
い
は
な
む
け
の
言
葉
を
頂
き
、
記
念
品
贈
呈
、

立
志
者
代
表
に
よ
る
誓
い
の
言
葉
と
続
き
、
記
念
講
演
と
し
て
、
元
国
際

協
力
機
構
J
I
C
A
北
陸
の
青
年
海
外
協
力
隊
員
で
現
在
中
学
校
教
員
の

宮
下
ゆ
か
り
氏
に
よ
る
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

自
身
の
約
一
年
十
ケ
月
間
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
の
活
動
を
振
り
返
り
、
カ

ン
ボ
ジ
ア
の
文
化
、
生
活
、
地
雷
除
去
・
学
校
の
様
子
な
ど
の
現
状
を
時

折
ク
イ
ズ
を
交
え
て
紹
介
を
し
て
頂
き
、

国
こ
関
係
な
く
様
々
な
人
の
出

乾清
水
竹
内
中
森
畑
中
谷
口
乗
出

果
た
し
ま
し
た
。
試
合
後
は

両
チ
ー
ム
の
健
闘
を
た
た
え
、

選
手
に
万
雷
の
拍
手
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。
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二
月
二
十
五
日
（
土
）
午
前
九
時
よ
り
下

粟
津
会
館
に
て
、
子
供
会
主
催
の
お
楽
し

み
会
＆
六
年
生
を
送
る
会
が
開
催
さ
れ
ま

した。子
供
会
メ
ン
バ
ー
七
十
名
が
参
加
し
、

ク
イ
ズ
ゲ
ー
ム
、
綱
引
き
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー

ム
な
ど
、
様
々
な
ゲ
ー
ム
で
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。
そ
の
後
引
き
続
き
六
年
生
を
送
る
会
で
、

六
年
生
一
人
ひ
と
り
に
よ
る
挨
拶
と
、
中

寺
岡
ひ
な
み

中
森
　
美
咲

西
村
　
麗
怜

江
田
　
恋
々

益
子
　
諒
大

滝
日
　
華
富

谷
敷
　
郁
入

山
口
　
聖
斗

山
崎
　
叶
豊

山
本
麗
桜
奈

吉
本
　
彪
流

大
矢
　
詩
季

（
二
十
五
名
）

一
月
八
日
（
目
）
午
前
八
時
よ
り
、

湯
ノ
下
八
幡
神
社
に
て
子
供
会
に

よ
る
左
義
長
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

盆
撰
館
董
轟
饗
駕
凄
雪

当
日
は
冬
ら
し
い
と
て
も
厳
し
い
寒
さ
で
し
た
が
、
子
供
達

が
元
気
に
各
家
庭
を
回
り
ま
し
た
。

終
了
後
に
は
、
町
内
の
方
々
か
ら
頂
い
た
お
年
玉
を
参
加
児

童
に
配
り
ま
し
た
。
御
協
力
あ
り
が
と
う
T
L
ざ
い
ま
し
た
。

公
民
館
主
事
　
高
松
　
宏
和

学
へ
入
っ
て

か
ら
の
抱
負

と
将
来
の
夢

を
述
べ
た
後
、

在
校
生
の
皆

さ
ん
で
作
っ

た
ア
ー
チ
か

り
出
し

き
ま
し

【
手
織
も
せ
め
ぎ
里

大
晦
日
か
l
h
三
九
里
に
か
け
て
、
神
社
の
参
道
に
は
ろ

う
そ
く
が
灯
さ
れ
、
幻
想
的
に
彩
ら
れ
ま
し
た
。

時
折
小
雨
の
降
る
申
、
初
詣
に
訪
れ
た
方
々
へ
約
百

五
十
食
の
ぜ
ん
ざ
い
を
振
舞
い
ま
し
た
。

平
成
二
十
九
年
度
公
民
館
主
事
と
し
て
活

動
さ
せ
て
頂
き
ま
す
高
松
で
す
。
ど
う
ぞ
宜

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

昨
年
よ
り
総
務
と
し
て
公
民
館
役
員
の
皆

様
の
下
、
様
々
な
公
民
館
活
動
を
見
た
り
準

備
を
し
た
り
、
一
年
間
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

本
年
は
そ
れ
ら
の
経
験
を
生
か
し
て
一
年
間

活
動
し
て
参
り
ま
す
。

今
年
も
一
年
を
通
じ
て
様
々
な
行
事
が
あ

り
ま
す
。
六
月
の
運
動
会
、
九
月
の
秋
祭
り
、
十
一

月
の
公
民
館
祭
り
と
町
民
参
加
の
行
事
が
控

え
て
い
ま
す
。
近
年
、
少
子
高
齢
化
と
な
り

つ
つ
あ
る
下
粟
津
も
環
境
や
町
民
構
成
な
ど

年
々
状
況
が
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
中
、
こ
れ
ら
の
行
事
を
役
員
は
も
と

よ
り
町
民
の
方
の
協
力
無
し
で
は
う
ま
く
進

め
な
い
の
で
各
行
事
へ
は
積
極
的
に
御
協
力

し
て
頂
く
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
一
年
間
、
公
民
館
活
動
に
参
加
し
て

み
て
人
と
人
と
が
意
見
を
言
い
、
お
互
い
が

理
解
し
て
親
睦
を
深
め
る
こ
と
に
よ
り
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
る
様
に
な
り
ま

した。今
年
一
年
間
、
町
民
の
皆
様
に
と
っ
て
、

下
粟
津
に
住
ん
で
良
か
っ
た
、
各
行
事
に
参

加
し
て
楽
し
か
っ
た
と
言
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
に
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

簡
単
な
文
面
で
あ
り
ま
す
が
、
就
任
の
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。


